
橋梁長寿命化修繕計画
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（令和4年度10月改訂）



２．管理橋梁について
市が管理する橋梁数は、車道橋、歩道橋の分離橋を含めると１２１橋あり、橋梁の

種別は、鋼橋が２９橋、コンクリート橋が５５橋、ボックスカルバートが３６橋で
ある。

１．計画の目的
車両や歩行者の安全な通行を確保することを目的に、当市が管理する橋梁の健全度

を把握するための橋梁点検の結果を基に、橋梁の延命化によるライフサイクルコス
トの縮減と維持管理費の平準化を行い、学識経験者の意見聴取を経て、橋梁長寿命
化修繕計画を作成した。
　　　意見を聴取した学識経験者
　　　　北海学園大学　工学部社会環境工学科　杉本　博之　教授　　
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橋長別では、１５m未満の橋梁が６７橋の５５%と全体の半数を占め、長大橋と
呼ばれる100ｍ以上の橋梁が1橋存在する。
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供用年（橋が建設されてから現在までの年数）と橋梁数の関係を図に示す。図の
ように、４０年～４９年の供用年数に多く分布し、全体の約３割(４０橋)を占める。
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供用５０年以上の橋梁数について今後２０年間の推移を示す。現在は供用されて
から５０年以上経過した橋梁は２７橋(２２%)であるが、１０年後には６７橋(５
５%)、２０年後には９４橋（７７%）と増加し、橋の老朽化が今後急速に進むこと
が懸念される。
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３．点検結果と損傷状況について

橋梁１２１橋の各部材ごとの点検結果は、判定区分Ⅰ(健全)の比率が高く、比較
的橋梁全体の健全度は良好である。しかし、１８橋については重要部位にて判定区
分Ⅲ（早期措置段階）と判定された。

（伸縮装置・高欄・地覆・
排水装置・舗装等）

重要部位
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４．修繕費用について

　橋梁の損傷程度に応じた修繕を行うにあたり、事後保全的な修繕を実施する場合と、予防
保全的な修繕を実施する場合のシミュレーションを行い、今後６０年間の修繕費の推移を比
較した。予防保全として今後６０年間に要する修繕費用は約４２億円であり、事後保全的な
修繕費約６１億円に対し△１９億円(△３１%)、大規模補修費約１４１億円に対し△９９億円
(△７０%)削減することが可能となり、予防保全的な対応が一番安価で修繕効率の良い結果と
なった。

今後60年間で，事後保全に対し
19億円(31%)のコスト縮減
大規模補修・更新に対し
99億円(70%)のコスト縮減



５-1．修繕予定橋梁一覧表



５-2．修繕予定橋梁一覧表



６．今後の修繕および維持管理

○橋梁の巡回

道路パトロールにより路面、防護柵、伸縮装置、排水装置等に異常がないか確認
する。巡回時期は融雪後、降雪前、およびその中間の年3回を基本とする。また、
地震や大雨等により被災の恐れがある場合にも実施する。

○橋梁の点検

市が管理する橋梁の安全性と信頼性を確保するため、５年に１回程度の点検を実
施し、必要に応じて詳細調査を行い、損傷状態の把握と適切な補修対策をとる。

○修繕事業費の確保について

修繕事業は、国の補助金制度を活用し継続的に実施する。



7．撤去・集約化の検討

　現在,登別市で管理している橋梁のうち,迂回路が存在し交通量の少ない橋梁や老
朽化の著しい橋梁においては撤去・集約化による維持管理費の縮減を目指す。 

８．新技術活用

　新技術の活用を点検業務や設計業務で検討する必要があるため, 今後の各業務段
階で実施する。 




